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Fig. 1 環境セル型透過電子顕微鏡その場観察によるマグネシウムの水素化反応．
粉末の高倍率像(上) 電子線回折パターン(下，右)．

Fig. 2 環境セル型透過電子顕微鏡その場観察による
ナトリウム水素化物とアンモニアガスの脱水素
化反応．
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軽元素で構成される水素貯蔵材料は，その高い水素

重量密度から車載用水素貯蔵材料の候補として，精力

的に研究/開発されている．それらは，従来の水素吸

蔵合金とは異なる水素吸蔵放出反応機構を有すると考

えられているが，詳細は不明である．本研究では，そ

の反応機構を解明するべく，軽元素系水素貯蔵材料に

対して環境セルを用いた透過電子顕微鏡その場観察を

実施した．Fig. 1 に，マグネシウム粉末の高倍率像

と電子線回折パターンの水素導入前から水素導入後の

経時変化を示す．高倍率像では，水素化反応によると

考えられる体積膨張が観察された．また，電子線回折

パターンからは，水素化マグネシウムに対応する明確

なリング，スポットが観測されていないものの，マグ

ネシウムに対応するスポットが一部消失し，水素化反

応が進行したことを示唆すると考えられる(1)．Fig. 2
にナトリウム水素化物とアンモニアガスの脱水素化反

応の TEM その場観察像を示す．反応前の水素化ナト

リウムは，数十ナノメートルのサイズの微粒子の集合

体である．室温で 1 気圧のアンモニアガスを導入す

ると短時間で反応してナトリウムアミドへ変化し，ま

た，微粒子集合体の体積は10～20増加することが

明らかになった．これは NaH＋NH3→NaNH2＋H2 の

反応が起きた結果，多量の水素が発生したことを表す．
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